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こ
れ
ま
で
自
衛
隊
に
よ
る

米
軍
な
ど
へ
の
後
方
支
援

は
、「
非
戦
闘
地
域
」
に
限
る

と
い
う
歯
止
め
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
安
保
関
連
法
制
と

し
て
可
決
さ
れ
た
重
要
影
響

事
態
法
と
国
際
平
和
支
援
法

に
よ
っ
て
、「
戦
闘
地
域
」
で

あ
っ
て
も
軍
事
支
援
活
動
を

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

安
倍
政
権
が
後
方
支
援
と

呼
ん
で
い
る
活
動
の
実
態

は
、
軍
事
的
に
も
国
際
的
に

も
兵
站
（
へ
い
た
ん
＝
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
）
に
他
な
ら
な

い
。
兵
站
活
動
は
、
武
器
や

弾
薬
、
食
料
の
補
給
任
務
で

あ
り
、
米
軍
の
「
海
兵
隊
教

　

安
保
法
で
は
、
こ
れ
ま
で

禁
じ
て
い
た
弾
薬
の
提
供
、

武
器
の
輸
送
な
ど
を
容
認
し

た
。「
弾
薬
」に
は
、ロ
ケ
ッ
ト

弾
や
戦
車
砲
弾
も
含
ま
れ
て

い
る
。
中
谷
防
衛
相
は
国
会

で
、事
実
上
、ク
ラ
ス
タ
ー
爆

弾
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
な
ど
も

輸
送
で
き
る
と
し
て
、「
核
兵

器
の
運
搬
も
法
文
上
は
排
除

し
て
い
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

「
後
方
支
援
」
と
言
い
な

が
ら
、
戦
闘
地
域
で
武
器
や

弾
薬
を
輸
送
し
、
攻
撃
に
向

か
う
米
軍
の
航
空
機
に
給
油

す
る
―
。
誰
が
見
て
も
米
軍

と
一
体
と
な
っ
た
武
力
行
使

だ
。
政
府
は
、「
も
し
攻
撃

を
受
け
た
場
合
は
直
ち
に
退

避
す
る
」
と
説
明
す
る
が
、

必
要
な
場
合
は
武
器
の
使
用

も
認
め
て
い
る
。
ま
さ
に
戦

争
へ
の
参
加
で
あ
り
、
明
白

な
憲
法
違
反
で
あ
る
。

　

こ
の
立
法
に
よ
っ
て
自
衛

隊
員
は
よ
り
危
険
な
地
域

で
、
よ
り
命
の
危
険
に
さ
ら

さ
れ
る
任
務
に
あ
た
る
こ
と

と
な
る
。

 

（
つ
づ
く
）

戦
闘
地
域
で「
後
方
支
援
」

政
治
の
役
割
を
痛
感

理
事
・
杉
本
叡

20002000万署名万署名でで

戦争法戦争法
廃止廃止へへ❻❻

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

中
村
理
事
は
寝
屋
川
市
が

２
０
１
５
年
７
月
か
ら
高
校

卒
業
ま
で
医
療
費
助
成
を
拡

大
し
た
こ
と
に
触
れ
、
富
田

林
市
で
も
助
成
拡
充
を
速
や

か
に
達
成
で
き
る
よ
う
要
請

し
た
。
多
田
市
長
は
、「
助

成
拡
充
は
す
ぐ
に
取
り
組
み

た
い
提
案
だ
が
、
恒
久
的
な

財
源
が
必
要
で
早
急
に
対
応

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
も
う

し
ば
ら
く
推
移
を
み
た
い
」

と
述
べ
た
。

　

医
科
・
歯
科
両
協
会
で
２

カ
月
間
に
集
約
し
た
３
４
０

７
筆
の
住
民
要
望
署
名
は
、

３
月
22
日
に
多
田
市
長
へ
提

出
し
、
３
月
議
会
の
各
会
派

代
表
質
問
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。

も
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象

年
齢
を
18
歳
ま
で
引
き
上
げ

る
こ
と
を
求
め
る
要
望
署
名

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
年
明
け

か
ら
医
科
協
会
河
南
ブ
ロ
ッ

ク
と
共
同
で
、
同
市
の
子
ど

ッ
プ
！
患
者
負
担
増
キ
ッ
ク

オ
フ
集
会
」
で
は
、
署
名
に

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
行

動
提
起
を
確
認
。
小
山
榮
三

理
事
・
相
談
役
が
発
言
し
、

学
校
歯
科
治
療
調
査
や
戦
争

法
廃
止
２
０
０
０
万
署
名
の

街
頭
宣
伝
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

 

（
３
面
に
要
請
議
員
一
覧
）

　

参
院
内
閣
委
員
会
で
協
会

の
学
校
歯
科
治
療
調
査
を
取

り
上
げ
た
山
下
芳
生
議
員

（
共
産
）
と
面
談
し
、
役
員

が
体
験
し
た
子
ど
も
の
口
腔

崩
壊
事
例
に
つ
い
て
報
告
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡

充
を
訴
え
た
。
山
下
氏
は

「
子
ど
も
の
貧
困
は
大
き
な

焦
点
。
高
校
ま
で
無
料
で
受

診
で
き
る
状
況

を
つ
く
る
必
要

が
あ
る
」
と
受

け
止
め
た
。

　

清
水
忠
史
衆

院
議
員（
同
）は

患
者
負
担
増
ス

ト
ッ
プ
の
要
請

に
対
し
、
戦
争

法
廃
止
法
案
の

提
出
で
生
ま
れ

で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を

求
め
る
」
署
名
、「
ス
ト
ッ

プ
！
患
者
負
担
増
」
署
名
の

紹
介
議
員
に
な
る
よ
う
要
請

し
た
。

　

地
元
選
出
の
衆
参
国
会
議

員
へ
保
険
範
囲
の
拡
大
、
患

者
負
担
増
計
画
の
中
止
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
協
定
の
国
会
承
認
の
否

決
を
求
め
て
陳
情
。「
保
険

　

協
会
は
３
月
21
日
の
新
点

数
中
央
説
明
会
で
社
会
保
障

充
実
や
安
全
保
障
関
連
法
廃

止
な
ど
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル

を
採
択
し
た
。
全
文
は
次
の

通
り
。

◇

　

私
た
ち
は
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
も
が
安
心
、

安
全
な
歯
科
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指

し
全
力
を
あ
げ
て
き
ま
し

た
。「
保
険
で
よ
い
歯
科
医

療
を
求
め
る
」
運
動
で
は
、

大
阪
の
会
員
や
共
闘
団
体
の

み
な
さ
ん
か
ら
３
万
筆
を
超

え
る
署
名
が
寄
せ
ら
れ
、
全

国
で
は
29
万
筆
超
を
集
約

し
、
国
会
に
届
け
ま
し
た
。

減
し
、
大
企
業
を
優
遇
、
戦

争
が
で
き
る
国
づ
く
り
を
進

め
る
。
こ
の
よ
う
な
政
治
を

抜
本
的
に
変
え
な
け
れ
ば
、

歯
科
医
療
の
危
機
を
根
本
か

ら
打
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
社
会
保
障
を
充
実
さ

せ
、
正
規
雇
用
を
増
や
し
、

低
賃
金
を
改
善
し
て
こ
そ
、

経
済
成
長
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
命
と
健
康
を

脅
か
す
い
か
な
る
行
為
に
も

断
固
反
対
し
ま
す
。
平
和
は

歯
科
医
療
の
礎
で
す
。
改
憲

を
許
さ
ず
、
平
和
を
守
り
、

社
会
保
障
を
抜
本
的
に
改
善

・
拡
充
す
る
た
め
に
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
運
動
に
よ
り
、
今

回
の
診
療
報
酬
改
定
で
も
、

要
求
の
一
部
が
実
現
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ト
改

定
率
で
は
マ
イ
ナ
ス
１
・
03

％
と
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
改
定

と
な
り
ま
し
た
。
歯
科
本
体

は
、
経
済
的
理
由
で
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
国
民
の

実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
以
上
、
社
会
保
障

の
改
悪
が
進
み
、
国
民
皆
保

険
制
度
が
形
骸
化
す
る
と
、

さ
ら
な
る
受
診
抑
制
に
繋
が

ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
「
骨
太
の
方

針
２
０
１
５
」
で
社
会
保
障

費
削
減
の
方
針
を
明
確
に

し
、
16
年
度
予
算
で
は
、
医

療
を
狙
い
撃
ち
す
る
形
で
１

７
０
０
億
円
を
削
り
ま
し

み
を
覆
す
こ
の
〝
戦
争
法
〞

に
対
し
、
い
ま
反
対
運
動
が

空
前
の
規
模
で
巻
き
起
こ
っ

て
い
ま
す
。「
戦
争
が
で
き

る
国
に
は
さ
せ
な
い
」
と
い

う
国
民
の
声
に
応
え
、
野
党

は
共
闘
を
決
め
、
今
夏
に
迫

の
改
定
率
こ
そ
０
・
61
％
の

プ
ラ
ス
改
定
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
金
額
と
し
て
は
国
費

ベ
ー
ス
で
わ
ず
か
50
億
円
と

歯
科
医
療
の
抜
本
的
改
善
に

は
程
遠
い
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
原
因
は
、
政
府

が
目
指
す
国
づ
く
り
に
あ
り

り
、
医
療
の
崩
壊
を
招
く
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。

　

ま
た
、
15
年
９
月
、
多
く

の
国
民
が
反
対
の
声
を
あ
げ

る
中
、
安
保
関
連
法
制
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。「
専
守
防

衛
」
を
原
則
と
し
た
戦
後
日

本
の
平
和
国
家
と
し
て
の
歩

た
。
今
後
も
、〝
保
険
は
ず

し
〞
や
〝
患
者
窓
口
負
担

増
〞
な
ど
、
医
療
を
は
じ
め

と
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
具

体
的
な
社
会
保
障
費
削
減
政

策
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
協

会
が
実
施
し
た
学
校
歯
科
治

療
調
査
や
受
診
実
態
調
査
で

る
参
議
院
選
挙
に
向
け
て
、

続
々
と
統
一
候
補
が
擁
立
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
安

倍
首
相
は
、
国
民
の
思
い
に

背
を
向
け
、
改
憲
に
向
け
て

本
格
的
に
動
き
出
し
て
い
ま

す
。

　

社
会
保
障
費
を
大
き
く
削

　

南
河
内
地
区
は
３
月
８

日
、
富
田
林
市
長
・
多
田
利

喜
氏
と
同
市
の
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
制
度
拡
充
に
つ
い

て
面
談
し
た
。
中
村
新
太
郎

理
事
（
同
地
区
責
任
者
）、

新
宅
雅
文
監
事
（
同
地
区
役

員
）、
医
科
協
会
か
ら
山
村

友
良
氏
（
河
南
ブ
ロ
ッ
ク
世

話
人
代
表
）
が
参
加
し
た
。

　

同
地
区
で
は
「
子
育
て
い

ち
ば
ん
の
富
田
林
市
に
！
」

た
野
党
共
同
を
さ
ら
に
広

げ
、
要
請
に
応
え
た
い
と
述

べ
た
。

　

午
後
に
開
か
れ
た
「
ス
ト

　

「
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担

増
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
」
で
の

清
水
忠
史
議
員
の
国
会
報
告

で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
特
別
委
員

会
が
衆
院
で
３
月
24
日
に
設

置
さ
れ
、
国
会
承
認
へ
向
け

た
協
議
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
。

　

こ
の
ま
ま
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
認
め

ら
れ
れ
ば
、
医
療
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な

る
。
日
本
の
公
的
医
療
保
険

制
度
が
米
国
の
民
間
保
険
会

社
の
営
業
障
壁
に
な
っ
て
い

る
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
国
民

皆
保
険
が
壊
さ
れ
か
ね
な

い
。
特
許
期
間
の
延
長
で
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用

も
困
難
に
な
る
。
医
療
費
の

負
担
増
に
つ
な
が
る
こ
と
が

国
民
に
浸
透
し
て
い
な
い
よ

う
に
感
じ
る
。
こ
の
点
を
会

員
に
も
国
民
に
も
理
解
し
て

も
ら
え
る
表
現
で
訴
え
て
い

き
た
い
と
考
え
た
。

　

議
員
要
請
で
は
秘
書
と
懇

談
し
た
。
政
府
が
計
画
し
て

い
る
患
者
負
担
増
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
理
解
し
て
い
な
い

よ
う
だ
っ
た
。
た
だ
、
学
校

歯
科
治
療
調
査
の
養
護
教
諭

の
コ
メ
ン
ト
を
示
す
と
、
か

な
り
の
反
応
が
あ
っ
た
。

　

子
ど
も
が
貧
困
状
況
に
あ

る
の
は
、
親
と
周
り
の
人
が

貧
困
に
な
っ
て
い
る
か
ら

だ
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
政
治
が
果
た
す
べ
き

役
割
は
大
き
い
と
感
じ
た
。

政
府
に
望
む
の
は
安
全
と
豊

か
な
暮
ら
し
で
あ
る
と
考
え

る
。
平
和
で
貧
困
の
な
い
日

本
を
実
現
す
る
た
め
に
活
動

し
て
い
き
た
い
。

上：山下芳生議員（左から２人目）、
下：清水忠史議員（右から２人目）

南河内地区

富田林市長と面談

新
点
数
中
央
説
明
会
ア
ピ
ー
ル

子ども医療費助成　高卒まで拡充を要望

３ ・ 17
国会行動

ス
ト
ッ
プ
患
者
負
担
増

大
阪
選
出
議
員
に
社
会
保
障
改
悪
の
撤
回
を
要
請

多田利喜富田林市長（右）に子ども医療費
助成の拡充を要望する協会役員　　　　　

自衛隊による兵站活動の変化

テロ特措法 イラク
特措法

安全保障
関連法　

戦闘地域での活動 × × ○
弾薬の提供 × × ○
戦闘作戦行動に発進準備中
の航空機への給油・整備 × × ○
武器・弾薬の輸送

外国領域の
陸上輸送は
行わない　

実施要領で
行わない　 ○

2 0 1 6 年
診療報酬
改　　定

本
」
に
お
い
て
も
「
戦

闘
と
一
体
不
可
分
、
戦

争
行
動
の
中
心
構
成
要

素
」
と
明
記
さ
れ
る
軍

事
行
動
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
ま
た
、
兵
站
は
狙

わ
れ
や
す
く
、
米
陸
軍

の
報
告
で
は
イ
ラ
ク
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お

け
る
補
給
任
務
で
の
死

傷
者
は
、
全
死
傷
者
の

10
〜
12
％
を
占
め
て
い

る
。
自
衛
隊
が
戦
闘
に

巻
き
込
ま
れ
る
状
況
が

容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

安
倍
政
権
が
さ
ら
な
る
社
会
保
障
費
削
減
策
を
計
画
す

る
な
か
、
保
団
連
中
央
要
請
行
動
が
３
月
17
日
に
行
わ

れ
、
協
会
か
ら
下
井
戸
昭
介
副
理
事
長
は
じ
め
、
役
員
、

事
務
局
15
人
が
参
加
し
た
。


